
エコステージ事例発表

2011年11月10・11日

ｱｲﾃｯｸｽ株式会社

事業部長

 
天野善一



プロフィール

＜本社工場＞

＜オフィス＞

【住

 

所】

 

新潟県燕市吉田日之出町９－１

【設

 

立】

 

２００１年１２月１日

【資

 

本

 

金】

 

１，０００万円

【事

 

業 内 容】

 

・現金自動受払機（ATM)の組立製造

・ATMのオーバーホール業務

・医療鉗子の研磨業務

・リサイクルトナー・リボンの販売

【従

 

業 員 数】

 

・９０名

 

（男子：４３名

 

女子：４７名）

（２０１１年１０月１日現在）



Spirit
■

■

■

■ お得意様に安心して喜んでいただける製品をタイムリーに

提供する

■

■ 豊で美しい自然環境の保全と企業活動の調和をはかり

地域社会への貢献に努めます

環境方針

品質方針

品質基本 「社員の品質」「仕事の品質」 「製品の品質」
Q uality of hum an Q uality of job Q uality of products

＜挑 　戦＞ ＜革 　新＞ ＜飛 　躍＞

行動指針 「すぐやる」 「必ずやる」 「できるまでやる」

社 是 一、創 意 一、熱 意 一、誠 意

経営方針 「Challenge」「Innovation」 「Proguress」
代表取締役

板垣

 

政之



工場活動体

Base



５S 活動

５S 目標

５Sのこころ

目 的

■ 5S DAY（5日・15日）：ﾃｰﾏを決めて一斉に

■ あじかんげん運動（毎日唱和）

■ 5S個人評価採点（30ITEM / 月2回）

■ 行動規範、全員励行（始業前・終業時の行動は全員同じ）

■ 委員会（方針

 
問題・課題の解決

 
教育）

■ 清掃の自前化、全員で分担当番制

■ 「心の5S」の浸透を図る

あ：挨拶は自分から進んでやろう

じ：自信と自覚を持って5Sをやろう

か：考えて行動しよう

げん：元気に明るく今日もがんばろう



５S 採点表
★評価ランク

95点 ～ 100点 ： 合格

85点 ～ 94点

 
：

 
不合格

84点以下

 
：

 
失格



ｶｲｾﾞﾝ表彰
①ｶｲｾﾞﾝ報告提出（月1件以上/1人） ②審査(ﾙｰﾄ）

1次審査：所属長

2次審査：事業部長

承認：社長

審査事項

 

基準点

 

得点

創造性

 

1～5点

ｱｲﾃﾞｱ

 

1～5点

努力度

 

1～5点

ﾖｺﾃﾝ

 

2 or 5点

ﾖｺﾃﾝ実施済

 

3 or 6点

効果額

 

5～55点

合計

③賞

賞名

 

得点

 

賞金

会長賞

 

70点以上

 

50,000円

社長賞

 

60点以上

 

30,000円

ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ賞

 

50点以上

 

20,000円

ﾌﾟﾗﾁﾅ賞

 

40点以上

 

10,000円

ｴﾒﾗﾙﾄﾞ賞

 

30点以上

 

5,000円

ﾊﾟｰﾙ賞

 

20点以上

 

3,000円

ﾙﾋﾞｰ賞

 

10点以上

 

1,000円

ｽﾀﾐﾅ賞

 

10点以下

 

－

※ｽﾀﾐﾅ賞：ﾎﾟｲﾝﾄを集めて景品交換



維新 Project



経営者（社長）

環境管理責任者（事業部長）

経営会議

環境管理委員会５S委員会安全衛生委員会

運営会議

KAIZEN委員会

本社工場オフィス

品質保証課第2ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ 第3ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ第1ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ総務・経理 営業販売

◆組織構成

・Profit部門 → 4

・間接部門 → 2

・委 員 会 → 4

環境経営組織体制



会議体役割



教育



環境目標
項 目的 目標 目標値 実績 施策

CO2

 

換算

目標 実績 差 成否

1 CO2排出抑制/削減 1）電力使用量削減 ●●●ｋWh ●●●ｋWh

2）ｶﾞｿﾘﾝ

 

軽油削減 ●●●ℓ ●●●ℓ

3）ｶﾞｽ使用量削減 ●●●㎥ ●●●㎥

合計

2 省資源/資源の有効活用
1）不良件数低減 ●●件 ●●件

事業計画

 

同一目標

 

（30％減/年）

2）生産性向上 ●●●％ ●●●％
事業計画

 

同一目標

 

（10％増/年）

3）紙使用量削減 ●●●●枚 ●●●●枚
事業計画

 

同一目標

 

（30％減/年）

4）Reﾄﾅｰ売上本数増 ●●●本 ●●●本
事業計画

 

同一目標

 

（10％増/年）

5）Reﾄﾅｰ新規顧客開拓 年間●●件 年間●●件 総顧客件数

 

2,000社

3

生物多様性保全活動 1）会社周辺の草取り

 

ゴミ拾い
美化・環境

 

保全
3回/年 除草剤散布禁止

2）近隣公共公園の草取り
美化・環境

 

保全
2/年 除草剤散布禁止

3）植栽
美化・環境

 

保全
どんぐりの木

 

グリーンカーテン
工場内外のグリーン化

4 廃棄物削減 環境保全

5
グリーン購入推進と

 

RoHs指令順守
環境保全



取り組み事例
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【布施竜】

生産性向上１プロ

 

【布施竜】
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目標管理ﾁｬｰﾄ 生物多様性

（kWh)
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不良件数低減

 

【金子真】
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認証取得活動
（2011） 【宣言・目標】 【研修】 【ｺﾝｻﾙ企業Mtg】 【課題

 

問題抽出】 【現場実施】

5/20 取得宣言！

 

Kick Off 集合研修 第1回打合わせ

5/25 課題抽出（P-I)15項目

対応実施

6/1 現場巡回Ⅰ

6/5 巡回指摘事項是正指示

是正処置

6/29 第2回打合わせ

7/4 課題抽出（P-Ⅱ)20項目

対応実施

7/20 ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰ

8/2 本審査前社員教育 現場巡回Ⅱ

8/4 本審査

8/25 認証取得



短期間取得に至ったﾎﾟｲﾝﾄ

◆TOP DOWNとBOTTOM UPの融合

◆新管理のサイクルで適格な問題抽出と対応

◆5W1H 徹底活用の役割分担

◆環境目標と事業目標を共通、一本化した

◆他の委員会（5S 安全委員会 KAIZEN）との連携

◆「3現主義」現場巡回、指導

◆5Sのベースが出来ている

◆定期的な会合、進捗確認



ISO と エコステージ

ISO-14001 エコステージ１

全体像 ■システム・規格重視の欧米型。経営力強化に乏しい。 ◆ﾌﾟﾛｾｽ改善による経営重視の日本型。経営強化に繋がる

目的意識 ■認証取得が目的になり「環境経営」の概念が薄い ◆「環境経営」の実践が目的で実践の証として認証される

導入体制 ■ISO専任組織 ◆専任組織不要

 

普段着で取り組める

運用

■文書化ありき、文書化されていないとﾒｼﾞｬｰｺﾒﾝﾄとなる ◆形よりも実施、行動そして結果

■文書に記述した通りに運用されているかが審査のﾎﾟｲﾝﾄ ◆「環境経営」

 

=

 

「企業経営」

取得所要

 

期間
■1年

 

～

 

1.5年 ◆6ヶ月

 

～

 

8ヶ月

導入企業 ■中、大企業

 

■輸出企業は絶対 ◆中堅・小規模企業

費用 ■取得に費やす費用、多額（準備＋教育＋運用ﾃｽﾄ＋審査費） ◆取得に要する費用、少ない（ISOの1/10位）



結び

1）

 

取り組み易い

 

（ｽﾃｰｼﾞ１からﾗﾝｸｱｯﾌﾟ出来るｼｽﾃﾑ）
2）

 

ｺｽﾄが安い
3）

 

身の丈に合う
4）

 

顧客の推奨

■ｴｺｽﾃｰｼﾞを選んだ理由とは・・・

◆ｴｺｽﾃｰｼﾞに取り組んでの感想

Before After

Before After



ご清聴  
ありがとうございました

■弊社見学、ご希望の方歓迎致します

下記へご連絡下さい
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